
様式3-3

次の枠内に、各工程毎のバーチャートを記入すること。

数量 単位

○○ 日

　　　

月5 月

土工

(注)1　複数年に渡る工事の場合は、作成する様式を複数枚として構わない。様式を複数枚作成する場合でも、全体工程から3工種の所見を記載する。

　　2　書式は作成例として、工程を4月からとする場合である。工程開始月は、競争入札参加者の想定する時期から記載する。

　　○○、○○、○○等について、○○を使用して実施することにより、通常は○○のところ、○○で実施する。

◆　○○工

　　○○から○○の区間は○○で実施することで、通常は○○であるが○○な施工が可能となる。

◆　○○工

9 月 10

：

：企 業 名

工 事 件 名

3 月月 12 月

工程表及び工程管理に係る技術的所見（１／○）

◆　○○工

1 月 2 月11

　　○○を○○することで、○○○○が○○○○となる。

1

7 月

準備(工事着手まで)

4 月

1

附属施設工

8

式

ｍ3

式

6 月

000

1

0,000

月

復旧工 式

後片付等 式

1

1

工程管理において重要となる工種区分(3項目)及び所見

全体工程

工種区分

ｍ

式

仮設工

管路工


